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　県土木部は、建築・設備工事における総合試運転
調整期間の確保について再周知を促す部長名の通知
を、3月28日付で県建設産業団体連合会に出した。
　建築・設備工事では、建築物等の使用を想定した
試運転調整が必要となるため、県はその期間を見込
んで工事ごとに、全体工期前に試運転調整に支障の
ない状態まで関連工事が完了する「概成工期」を設
定し、特記仕様書で示している。
　4月からの時間外労働時間上限規制適用など働き
方改革を進める上での要請に加え、特記仕様書によ
る総合試運転調整期間の規定が十分に浸透していな
いとする当協会はじめ建築設備団体からの声を踏ま
え、周知の徹底を図ることにした。

　通知と併せ、同じ内容のお知らせを県土木部技術
管理課のＨＰにも掲載。建築設計・工事に関連する
全受注者が、概成工期を考慮した適切な設計や工程
管理に取り組むよう促している。
　ＨＰ掲載事項は次の通り。
　◆設計時▽概成工期に設備の総合試運転調整に必
要な期間が反映されている▽工期に現場の実態や週
休2日の促進等が適切に反映されている◆施工時▽
総合工程表に関連工事の全受注者が合意した概成工
期が設定されている▽工事が総合工程表に沿って適

切に進められ、監督員による関連工事間の調整への協力や指
示への対応が適切になされている▽工期や概成工期を変更す
る場合は、着工時と同様に総合工程表に関連工事の全受注者
が合意した概成工期を設定する▽建築、設備の分離発注時だ
けでなく、一括発注時も総合試運転調整期間を考慮した工程
となるよう調整する▽関連工事を含め工程に遅延が発生した
場合は各監督員に報告、協議を行う

成
に
向
け
た
職
場
環
境
や
待

遇
の
改
善
に
取
り
組
む
必
要

　

県
総
合
設
備
協
会（
会
長

＝
大
槻
博
太
当
協
会
長
）と

県
建
設
業
協
会
は
３
月
７

日
、福
島
市
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県
建
設
セ
ン

タ
ー
で
意
見
交
換
会
を
開

良
質
な
電
気
設
備
を
提
供
す

る
使
命
を
果
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し
て
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く
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に
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、担
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確
保
・
育

　

国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
危
機
や

資
材
等
価
格
の
高
騰
、賃
上

げ
の
動
き
な
ど
、電
設
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、大
規
模
災

害
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
も

求
め
ら
れ
る
中
で
、県
民
に
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総合設備協

工
期
確
保
へ
課
題
検
討

建
設
業
協
会
と
初
の
意
見
交
換
会

が
あ
る
。６
年
度
も
人
材
育

成
を
中
心
に
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、建
設
Ｄ
Ｘ
の

技
術
習
得
・
普
及
や
、働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
上
で
の
課

題
改
善
に
取
り
組
む
。

　

具
体
的
に
は
、時
間
外
労

働
時
間
の
上
限
規
制
に
対
応

す
る
た
め
、県
総
合
設
備
協

会
を
共
に
構
成
す
る
県
空
調

衛
生
工
事
業
協
会
や
、
５
年

度
に
初
め
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
県
建
設
業
協
会
建
築

技
術
委
員
会
等
と
連
携
し
、

意
見
交
換
会
等
を
通
し
て
課

題
を
ま
と
め
、必
要
に
応
じ

て
発
注
機
関
に
働
き
か
け
を

行
う
。設
備
の
総
合
試
運
転

調
整
期
間
の
確
保
に
向
け
、

県
の
建
築
・
設
備
工
事
特
記

仕
様
書
で
設
定
さ
れ
て
い
る

「
概
成
工
期
」に
関
す
る
研
修

会
開
催
も
検
討
す
る
。

　

総
合
設
備
協
会
の
枠
組
み

で
実
施
し
て
い
る
県
土
木
部

と
の
意
見
交
換
会
や
、「
設
計

か
ら
現
場
施
工
に
至
る
諸
課

題
」に
係
る
意
見
交
換
会
、安

全
大
会
・
技
術
研
修
会
を
継

続
開
催
。
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
や

会
員
企
業
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　

県
入
札
制
度
研
修
会
は
主

に
６
年
度
の
改
正
内
容
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

県
出
先
機
関
の
営
繕
設
備
担

当
者
と
の
意
見
交
換
会
は
未

開
催
支
部
で
の
開
催
も
検
討

す
る
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
研

修
会
は
県
の
動
向
を
踏
ま
え

開
催
を
検
討
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

事
業
は
引
き
続
き
、高
校
生

等
の
現
場
体
験
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
５
年
度
に
福
島

支
部
が
初
開
催
し
た
学
校
の

電
気
科
教
員
や
進
路
担
当
教

員
と
の
意
見
交
換
会
の
継
続

拡
大
を
目
指
す
。１
級
電
気

施
工
管
理
技
士
取
得
に
向
け

た
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強

会
、現
場
見
学
会
、女
性
技
術

者
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
な
ど
も
実

施
す
る
。

　

理
事
会
に
は
15
人
が
出

席
。大
槻
博
太
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
６
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
と
能
登

半
島
地
震
の
義
援
金
贈
呈
を

協
議
決
定
し
た
。義
援
金
は

日
本
電
設
工
業
協
会
の
呼
び

掛
け
に
協
賛
す
る
と
と
も

に
、石
川
電
設
協
会
に
直
接

贈
呈
す
る
。第
74
回
定
時
総

会
は
５
月
28
日
午
後
３
時
半

か
ら
、福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
く
。

　

理
事
会
に
先
立
ち
、総
務
、

技
術
・
安
全
、広
報
各
委
員
会

が
開
か
れ
た
。

き
、時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
規
制
適
用
を
踏
ま
え
、建

築
工
事
の
働
き
方
改
革
推
進

に
建
築
、設
備
工
事
業
界
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
。工
期
確
保
等
に
関
す

る
現
状
と
課
題
を
共
有
し
、

今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。ま
ず
は
各
団
体

に
て
設
備
工
事
の
総
合
試
運

転
調
整
期
間
の
周
知
徹
底
を

図
り
、適
正
な
確
保
と
運
用

を
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
さ

せ
る
。

　

建
築
工
事
は
民
間
工
事
が

大
半
を
占
め
、公
共
工
事
で

も
学
校
施
設
な
ど
施
工
環
境

に
制
約
の
あ
る
案
件
が
多

く
、資
材
の
価
格
高
騰
や
納

期
遅
延
な
ど
の
影
響
も
受
け

や
す
い
。
工
事
の
後
工
程

を
担
う
電
気
設
備
、
空
調

衛
生
設
備
は
工
期
へ
の
し

わ
寄
せ
が
生
じ
や
す
く
、

工
事
期
間
の
終
盤
な
ど
は

時
間
外
労
働
が
常
態
化
し

て
い
る
。

　

総
合
設
備
協
会
は
こ
の

ま
ま
で
は
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
が
困
難
だ
と

し
て
、
昨
年
11
月
に
建
設

業
協
会
に
適
正
な
工
期
設

定
や
契
約
変
更
、
働
き
方

改
革
関
連
法
の
順
守
に
対
す

る
協
力
を
要
請
。県
土
木
部

に
は
意
見
交
換
会
を
通
し

て
、適
正
工
期
確
保
の
う
ち

特
に
県
の
特
記
仕
様
書
で
規

定
さ
れ
て
い
る
総
合
試
運
転

調
整
期
間
の
確
実
な
確
保
と

周
知
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
建

築
、設
備
が
連
携
し
た
働
き

方
改
革
へ
の
対
応
の
具
体
化

に
向
け
、総
合
設
備
協
会
が

開
催
を
働
き
掛
け
た
も
の
。

建
設
業
協
会
か
ら
大
場
俊
之

副
会
長
、大
和
田
知
昭
建
築

技
術
委
員
会
委
員
長
、作
山

栄
一
同
副
委
員
長
ら
、総
合

設
備
協
会
か
ら
丹
野
勇
治

（
当
協
会
副
会
長
）、有
賀
行

秀（
県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
副
会
長
）、古
川
敏
博（
同
）

各
理
事
ら
が
出
席
し
、工
期

に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
中

心
に
懇
談
し
た
。

　

冒
頭
、大
和
田
委
員
長
が

「
働
き
方
改
革
と
工
期
の
問

題
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

ま
ず
は
行
政
機
関
に
設
備
機

器
の
総
合
試
運
転
調
整
期
間

の
よ
う
な
工
期
確
保
の
必
要

性
を
伝
え
、民
間
等
に
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
。丹
野
理
事
が「
工

期
に
関
す
る
諸
問
題
が
あ
る

中
で
、時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
述
べ
、活
発
な
意

見
交
換
を
望
ん
だ
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

適
用
に
よ
り
、一
層
重
要
に

な
る
工
程
管
理
に
つ
い
て

は
、建
築
と
電
気
・
機
械
設
備

の
３
工
種
が
着
工
段
階
か
ら

協
議
・
調
整
を
密
に
実
施
す

る
方
向
で
認
識
が
一
致
。公

共
工
事
で
は
工
程
管
理
・
調

整
へ
の
監
督
員
の
積
極
的
な

参
加
の
ほ
か
、余
裕
の
あ
る

工
期
設
定
や
建
設
関
係
以
外

の
部
局
へ
の
周
知
な
ど
、発

注
者
の
協
力
も
必
要
だ
と
し

た
。一
方
で
、民
間
工
事
に
つ

い
て
は
適
正
工
期
確
保
の
難

し
さ
が
相
次
い
で
指
摘
さ

れ
、公
共
工
事
で
の
取
り
組

み
が
民
間
工
事
に
波
及
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
す
る
意
見
が

あ
っ
た
。

　

当
協
会
は
３
月
25
日
、福
島
市
の
協
会
大
会
議
室
で
令

和
５
年
度
第
６
回
理
事
会 

＝
写
真
＝  

を
開
き
、
６
年
度

事
業
計
画
を
決
定
し
た
。４
月
か
ら
建
設
業
に
適
用
さ
れ

た
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
を
踏
ま
え
、関
係
団
体

と
連
携
し
て
働
き
方
改
革
を
一
層
推
進
す
る
。県
土
木
部

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
は
継
続
開
催
し
、支
部
と
出
先
機

関
と
の
意
見
交
換
会
の
拡
大
も
検
討
し
な
が
ら
、受
発
注

者
が
課
題
等
の
情
報
を
共
有
し
て
、成
果
物
の
品
質
確
保

や
風
通
し
の
良
い
受
発
注
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

 

あ
い
さ
つ
す
る
丹
野
理
事  

設
備
工
事
の
総
合
試
運
転
調
整
期
間

設
備
工
事
の
総
合
試
運
転
調
整
期
間

県が確保徹底を文書で通知
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【12月】
　1日 •政府予算対策要望活動（自民党本部）
　5日 •いわき電設業協会との合同忘年ゴルフコンペ、懇

親会（小名浜オーシャンホテル＆ゴルフクラブ）
　6日 •郡山支部例会（郡山ビューホテルアネックス）
　8日 •白河支部例会・忘年会（茅の器）
　13日 •建築設備工事東北ブロック会議（江陽グランドホ

テル）
　13～15日•平工業高校インターンシップ【いわき支部】
　15日 •福島支部例会（ますふじ）
　16日 •亀岡よしたみ連合後援会拡大役員会
　19日 •建設業における働き方セミナー（ビッグパレット

福島）
•会津支部例会（会津ワシントンホテル）

【１月】
　6日 •福島支部安全祈願（塩釜神社）
　9日 •第3回正副会長総務委員会・新年挨拶回り（協会等）
　11日 •日電工新年賀詞交歓会（ホテルニューオータニ東

京）
　15日 •県入札制度に関する研修会（杉妻会館）
　18日 •県と総合設備協会との意見交換会（杉妻会館）
　22日 •福島県建築文化賞表彰式（杉妻会館）

•建産連「適切な工期の確保に係る意見交換会」（県
建設センター）

•会津支部例会・新年会（割烹萬花楼）
　23日 •相双支部例会・新年会（浜作）
　25日 •会計事務所監査・副会長監査（協会）
　30日 •建築三団体合同賀詞交歓会（ホテル福島グリーン

パレス）
　30日～
　2月1日

•小高産業技術高等学校インターンシップ【相双支
部】

白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585
設備機材会津／ＴＥＬ（0242）36-5150
富　　　岡／ＴＥＬ（0240）21-2370
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122

岩手・宮城・山形・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　　66カ所
住設建材営業所　27カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

〒963-8005 郡山市清水台2-13-23 郡山第一ビル9F
                 ＴＥＬ024-973-6151 ＦＡＸ024-973-6153

▽
出
身
地
／
伊
達
市

▽
誕
生
年
／
１
９
８
３
年

▽
抱
負
／
平
成
20
年
に
当
社

に
入
社
し
、配
電
工
事
全
般

に
従
事
し
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。令
和
５
年
３
月
ま

で
、地
元
・
保
原
町
商
工
会
の

青
年
部
部
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、地
域
貢
献
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
、令
和
６

年
１
月
よ
り
当
社
の
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。会
長
の
手
助
け
を
受

け
な
が
ら
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
え
、
さ
ら
な
る
技

術
の
向
上
、社
会
貢
献
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

40
歳
の
若
輩
者
で
は
あ
り

ま
す
が
、精
一
杯
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、諸
先
輩
の

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
前
会
長
の
坂
本
幹

夫
常
盤
電
設
産
業
前
社
長
が

１
月
28
日
午
後
０
時
13
分
、

死
去
し
た
。80
歳
。

　

坂
本
氏
は
平
成
15
年
６
月

に
常
盤
電
設
産
業
の
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
す
る
と
同

時
に
協
会
の
理
事
に
就
き
、

17
年
か
ら
は
副
会
長
を
務
め

た
。
25
年
に
第
９
代
会
長
に

就
任
し
、
２
期
４
年
間
、
舵

取
り
役
と
し
て
県
内
電
設
業

界
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、県
と
の
応
援
協
定
に
基

づ
き
、副
会
長
と
し
て
災
害

対
応
を
指
揮
。被
災
施
設
の

迅
速
な
復
旧
と
早
期
復
興
に

貢
献
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
を
全
県
下
に
普

及
拡
大
さ
せ
る
な
ど
、人
材

育
成
で
も
功
績
を
残
し
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

は
、当
協
会
な
ど
加
盟
８
団

体
の
会
員
を
対
象
に
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
令
和

５
年
度
調
査
を
行
い
、
２
月

15
日
に
福
島
市
の
県
建
設
セ

ン
タ
ー
で
開
い
た「
適
正
な

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
並

び
に
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
懇
談
会
」 ＝
写
真
＝  

で
結

果
を
示
し
た
。当
協
会
か
ら

永
井
博
副
会
長
、野
内
忠
宏

専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　

調
査
項
目
は
①
４
週
当
た

り
の
定
休
日
②
休
暇
制
度
③

賃
金
状
況
④
従
業
員
の
充
足

状
況
⑤
採
用
状
況
な
ど
。全

体
で
は
、休
日
の
増
加
傾
向

与
形
態
も
月
給
制
へ
の
移
行

が
鈍
っ
て
お
り
、週
休
２
日

実
現
の
難
し
さ
が
改
め
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。雇
用
に

関
し
て
も
改
善
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

当
協
会
は
41
社
が
回
答
。

４
週
当
た
り
の
定
休
日
は

「
４
週
６
休
」が
現
場
20
社
、

店
社
17
社
と
最
多
で
、「
４
週

８
休
」が
現
場
、店
社
各
11
社

で
続
い
た
。完
全
週
休
２
日

制
は
現
場
３
社
、店
社
５
社

が
採
用
し
て
い
る
。「
４
週
４

休
」
は
現
場
２
社
、
店
社
１

社
。年
間
休
日
数
は「
１
０
０

～
１
１
９
日
」が
17
社
、「
90

～
99
日
」が
15
社
。賃
金
は
月

給
制
が
34
社
、日
給
月
給
制

が
７
社
。
29
社
が
新
卒
者
計

83
人
の
採
用
を
計
画
し
た

が
、採
用
で
き
た
の
は
約
半

分
の
15
社
で
、採
用
人
数
は

計
38
人（
採
用
率
45
・
８
％
）。

中
途
採
用
は
28
社
が
計
64
人

を
計
画
し
、
17
社
が
計
33
人

（
51
・
６
％
）を
採
用
し
た
。従

業
員
は
22
社
が「
不
足
気

味
」、11
社
が「
不
足
」と
回
答

し
た
。

吉
田
電
気
工
業
㈱

　
　
代
表
取
締
役
社
長

吉
田 　

亮

代
表
者
変
更

坂
本
幹
夫
前
会
長
が
死
去

県
内
電
設
業
界
発
展
に
尽
力

県土木部の主な幹部人事（新任分）
▼ 部長 矢澤　敏幸 (次長・道路)
▼ 政策監 高橋　和司 (商工労働部再生可能エネ 

　ルギー産業推進監兼次長・ 
　産業振興担当)

▼ 次長（企画技術） 芳賀　英幸 (県中建設事務所長)
▼ 次長（道路） 鈴木由起彦 (道路計画課長)
▼ 土木企画課長 中村　一彦 (技術管理課長)
▼ 技術管理課長 佐藤　研一 (喜多方建設事務所長)
▼ 建設産業室長 丸山　泰人 (南会津建設事務所主幹兼

　企画管理部長)
▼ 県北建設事務所長 吉田　伸明 (いわき建設事務所長)
▼ 県中建設事務所長 和知　聡 (土木企画課長)
▼ いわき建設事務所長 唐橋　薫 (河川計画課長)

▼ 喜多方建設事務所長 杉原　雅人 (河川整備課長)

▼ 相双建設事務所長 栗田　豊己 (高速道路室長)

▼ 相馬港湾建設事務所長 玉應　隆史 (砂防課主幹兼副課長)

▼ 小名浜港湾建設事務所長 森藤　秀寿 (港湾課主幹)

▼ 県中流域下水道建設事務
所長

塩田　紀久 (県中建設事務所主幹兼企 
　画管理部専門技術管理員)

「４週６休」が半数
建産連調査

新卒採用率も５割届かず

は
続
い
て
い
る
も
の
の
伸
び

が
小
さ
く「
４
週
６
休
」が
全

体
の
半
分
、「
４
週
４
休
」が

１
割
を
占
め
る
状
況
は
前
年

度
調
査
と
変
わ
り
な
い
。給

　

県
は
、
４
月
１
日
付
の
定

期
人
事
異
動
を
行
っ
た
。土

木
部
の
主
な
幹
部
級
人
事
は

 〈
左
表
〉  の
通
り
。

　

部
長
に
矢
澤
敏
幸
道
路
担

当
次
長
、部
長
級
の
県
北
建

設
事
務
所
長
に
吉
田
伸
明
い

わ
き
建
設
事
務
所
長
が
昇
格

し
た
。次
長
は
企
画
技
術
に

芳
賀
英
幸
県
中
建
設
事
務
所

長
、道
路
に
鈴
木
由
起
彦
道

路
計
画
課
長
が
就
く
。

　

出
先
事
務
所
は
次
長
級
の

県
中
建
設
事
務
所
長
に
和
知

聡
土
木
企
画
課
長
、
い
わ
き

建
設
事
務
所
長
に
唐
橋
薫
河

川
計
画
課
長
が
上
が
り
、喜

多
方
建
設
事
務
所
長
は
杉
原

雅
人
河
川
整
備
課
長
、相
双

建
設
事
務
所
は
栗
田
豊
己
高

速
道
路
室
長
が
務
め
る
。

　

本
庁
の
建
築
関
係
課
は
主

幹
級
の
建
築
住
宅
課
総
括
主

幹
兼
副
課
長
に
佐
藤
ひ
と
み

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

幹
兼
次
長
、同
課
主
幹
に
佐

久
間
信
之
建
築
住
宅
課
副
課

長
兼
専
門
建
築
技
師
、営
繕

課
主
幹
に
五
十
嵐
浩
一
営
繕

課
主
幹（
矢
吹
町
駐
在
）、武

田
崇
之
県
南
建
設
事
務
所
主

幹
兼
建
築
住
宅
部
長
兼
建
築

住
宅
課
長
が
就
い
た
。

県土木部人事

新
部
長
に
矢
澤
敏
幸
氏

県
北
・
吉
田
、県
中
・
和
知
氏

協会のうごき協会のうごき 【２月】
　6日 •建災防第87回役員会（郡山ビューホテルアネックス）
　7日 •総合設備協会役員会（協会）
　9日 •働き方改革に向けた県との打ち合わせ（県庁）
　14日 •働き方改革に向けた建設業協会との打ち合せ（県

建設センター）
　15日 •建設生産システム構築並びに担い手確保に向けて

の懇談会（県建設センター）
•福島支部例会（協会）

　16日 •建災防「労働災害防止に係る安全管理講習会」（県
建設センター）

　20日 •働き方改革に向けた県との打ち合わせ（県庁）
　22日 •会津支部例会（ホテルニューパレス）
　29日 •建産連参与会（県建設センター）

•いわき支部・いわき電設業協会合同役員会（正月荘）
【３月】
　7日 •働き方改革に向けた建設業協会との意見交換会（県

建設センター）
　11日 •東日本大震災追悼復興祈念式（パルセいいざか)
　12日 •福島工業高等専門学校へのインターンシップ事業

の案内（福島工業高等専門学校）
　14日 •福島支部例会（協会）
　15日 •建産連第46回理事会（県建設センター）

•建災防会費徴収基準改正に伴う各分会・団体事務
局会議（県建設センター）

　18日 •会津支部例会（田事）
•根本匠シンポジウム（郡山ビューホテル）

　19日 •ＮＰＯ法人循環型社会推進センター令和5年度第3
回役員会（県建設センター）

　20日 •第72回自由民主党福島県支部連合会定期大会（エ
ルティ）

　22日 •日電工理事会（ザ・キャピトルホテル東急）
　25日 •令和5年度第3回各委員会、第6回理事会（協会）
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い
わ
き
支
部
は
県
立
平
工

業
高
校
、相
双
支
部
は
県
立

小
高
産
業
技
術
高
校
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

た
。各
支
部
の
会
員
企
業
が

現
場
見
学
・
実
習
や
Ｃ
Ａ
Ｄ

研
修
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
み
、生
徒
の
職
業
体
験

に
協
力
し
た
。

　

平
工
業
高
校
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
令
和
５
年
12
月

13
～
15
日
に
行
わ
れ
、電
気

工
学
科
の
１
年
生
38
人
が
参

加
。い
わ
き
支
部
の
会
員
10

社
が
そ
れ
ぞ
れ
２
～
５
人
の

生
徒
を
担
当
し
て
、電
設
業

の
魅
力
を
伝
え
た
。

　

相
双
支
部
は
１
月
29
日
か

ら
２
月
１
日
に
か
け
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、会

員
企
業
５
社
で
小
高
産
業
技

術
高
校
の
２
年
生
11
人
に
、

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
な

ど
を
指
導
し
た
。

　

当
協
会
い
わ
き
支
部
は
３

月
12
日
、福
島
工
業
高
等
専

門
学
校
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
へ
の
学

生
の
参
加
に
協
力
を
要
請
し

た
。今
後
、学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
先
と
し
て
、

同
校
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
提
出
す
る
予
定
。

　

丹
野
勇
治
い
わ
き
支
部
長

と
三
浦
光
博
い
わ
き
電
設
業

協
会
長
、蛭
田
淳
協
会
広
報

委
員
、野
内
忠
宏
協
会
専
務

理
事
が
い
わ
き
市
の
同
校
を

訪
れ
、電
気
工
学
科
の
濱
崎

真
一
准
教
授
と
懇
談
し
た
。

　

同
校
の
学
生
は
約
７
割
が

い
わ
き
市
出
身
で
、濱
崎
准

教
授
は「
地
元
企
業
へ
の
人

材
供
給
は
高
専
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
。学
生
の
就
職
先

の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
あ
り

が
た
い
」と
、要
請
に
前
向
き

な
考
え
を
示
し
た
。

学生の参加、協力要請
インターンシップ

いわき支部が福島高専へ

平工業、小高 
産業技術高校

２
校
49
人
が
職
業
体
験

い
わ
き
、相
双
支
部
で
支
援

 

平
工
業
高
校（
上
）と
小
高
産

業
技
術
高
校
の
実
習  

学校と会社で大きな差
県立平工業高校　出雲　航介

　初めは、どんな仕事をするのだろうと、少し戸惑いの疑
問がありました。時間内に会社に到着できるだろうかなど、
不安が多かったです。
　1日目の始まりは朝礼からでした。社員全員が一つの部屋
に集まり、危険の呼びかけや、会社の経営理念を全員で口
に出しました。学校とは違って呼びかけを徹底していまし
た。
　2日目は朝礼を終え、本社の前にイルミネーションの飾り
付けをしました。僕自身、去年の今頃は、家に帰る途中に
見ることが多かったので、まさか自分が作業に携わるとは
思ってもいませんでした。
　3日目は、コンピュータを使用し、ＣＡＤによる図面作成
の実習をしました。一つミスをすれば図面の値がずれて完
成しなくなってしまいます。一つ一つ確かめながら行うこ
とが大切です。
　3日間のインターンシップを終え、会社と学校の差が大き
く違うということが印象に残っています。会議の際に浦島
さんが、こうおっしゃっていました。お金を渡して行く学
校と自分1人の力でお金を稼ぐ会社とでは努力の差が違う
と。その言葉に僕は感動しました。
　会社で関わってくれた方々には、本当に感謝しかありま
せん。仕事の大切さ、メリハリのつけ方など勉強になるこ
とがたくさんありました。お金を稼ぐことは大切ですがそ
のことに固執することなく仲間と協力しながら、仕事をす
るのが一番だと思いました。

働くことの大変さ実感
県立平工業高校　小野寺　明廉

　今回、僕は三浦電気工事さんで3日間お世話になりました。
僕はインターンシップを行う前は、働くなんてまだ先の事
だろう。三浦電気ってどのような仕事をしているのだろう
と、疑問と緊張感を持って出社しました。
　1日目は、三浦電気についてとパソコンで見積書作成をし
ました。三浦電気は、主に内線工事を行っており若者に優
しい会社というのが一番印象に残っています。見積書はラ
イト、コンセント、スイッチなどの器具を選定し配置する
図を作りました。とても難しかったです。
　2日目は大熊町、双葉町に行き、災害公営住宅の電気工事

を見てきました。建物はすべて木造で、柱に直接ビスでス
イッチ、ライト、コンセントを取り付けているのが印象的
でした。一般住宅と市で作っている住宅それぞれにこだわ
りがあり、いろいろ工夫されているなと思いました。
　3日目は、いわき駅横の商業施設現場の見学に行きました。
2日目見た建物は木造でした。今回見たのはコンクリート、
金属の骨組みが主で、前日見た作業工程とは違い、材質に
よって仕事内容も大きく変わるのだなと思いました。
　今回インターンシップに行ってみて、働くということは
大変ですごく頭を使うことなのだなと思いました。高校生
生活はあっという間と企業の方々が言っていました。働く
という事を先の話だと思わず考えていきたいなと思いまし
た。三浦電気の方々はみなさん完璧な方々ばかりで本当に
充実した濃い3日間でした。3日間を通して「働く」という
ことを具体的に分かりやすく説明していただき、本当にあ
りがとうございました。

魅力知り進路の考え変化
県立平工業高校　國井　皇太郎

　初めての職業体験で、本物の企業本社の中に入るので、
出社前は社員さん達の迷惑にならないように、怒られない
ようにしないと…といろいろ不安や心配がありました。
　1日目では、岩電機工事株式会社の会社説明や、ハーネス
を装着し、高所作業車への乗車体験をさせていただきまし
た。最高12まで高く上がる高所作業車に乗ってみて、た
まに揺れるのが怖かったです。
　2日目は、小名浜道路の現場見学や、社長さんからの電気
工事についての概論説明を伺いました。社長さんが望む人
材や必要な免許、資格について聞くことができました。
　3日目は、岩電機工事株式会社が担当した工事現場や、今
も担当している工事現場を見学させていただきました。
　会社の理念や社長さんの社員さんに対する想いが、とて
も良い会社の雰囲気を作っていると感じられ、自分も就職
するなら、岩電機工事株式会社のような会社にしたいです。
また、副社長の蛭田哲弘さんが岩電機工事株式会社の実績
や魅力について教えてくれて、自分の進路についての考え
が変わりました。

電気工事への理解深まる
県立小高産業技術高校　平井　悠斗

　私はインターンシップの3日間、旭電気工事株式会社さん
へ行き、様々なことを学びました。デスクワークでは製図
とＣＡＤを行い、工具を使う作業では盤組や気中開閉器へ
のケーブル接続を行いました。

　今回、私が学んだことは「自己アピールの大切さ」と「多
角的な視点で物事を捉えること」です。これらは社長との
会話で教わりました。1つ目の自己アピールについて、イン
ターンシップ全体を通して何度かお話をいただき、社会人
として生きていく上での大切な考え方だと感じました。
　2つ目の多角的な視点ですが、これは初日の会話と3日目
のお話で教えていただき、相手の立場に立って考えること
の重要性を再確認できました。
　今回のインターンシップで電気工事士について理解を深
めることができ、自分にとってとても良い経験になりまし
た。

将来につながる体験
県立小高産業技術高校　遠藤　聡士

　私はインターンシップでの経験で、感じたことは主に2つ
あります。
　1つ目は、仕事の内容についてです。研修で行った体験の
ほとんどは自分が電気工事士の資格所得の際、勉強した内
容の応用のような感じで、取得した資格がしっかりと生か
せる仕事なんだと思いました。社会に出た後、仕事に対し
て不安でしたが、少し自信がついたと思います。
　2つ目は、仕事の規模についてです。プレハブや住宅、ダ
ムなどの様々な場所での配線などを行っており、大小様々
な仕事を受け、全てしっかりこなしており、尊敬するばか
りでした。
　これらのことが主に私が青田電気商会さんで感じたこと
です。このような機会はなかなか無いので、進路にもつな
がる良い体験だったと感じます。

実際の現場で新しい発見
県立小高産業技術高校　大内　朔良

　今回私は、相双電気工事組合の光洋電設さんでのインター
ンシップに参加させていただきました。そこでは、電気工
事に関することを詳しく教えていただきました。電気工事
士の資格を取る時に教えてもらった時と、実際の現場での
作業では、大きく違い、新しい発見と、スキルを身につけ
ることができました。
　インターンシップ初日はとても緊張していましたが、職
場の人は全員笑顔であいさつしてくれたり、職場の雰囲気
が良く、あまり緊張することなくしっかりと電気工事のこ
とを学ぶことができました。実際の浪江の工事の現場を見
せてもらったことや、活線作業車に乗せてもらった体験は、
とても貴重なものになりました。本当に3日間、忙しい中、
いろいろな事を教えてくださりありがとうございました。

インターンシップ感想文インターンシップ感想文

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

【賛助会員の特典】

※詳しくはホームページをご覧ください
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元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
か
ら
３
カ
月
を
迎
え

ま
す
。
被
害
は
甚
大
で
、
ご

家
族
を
失
わ
れ
た
方
や
未
だ

厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
の
積
み
重
な

る
心
労
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。

　

最
近
の
大
規
模
地
震
を
振

返
る
と
①
平
成
７
年
＝
阪
神

淡
路
②
平
成
13
年
＝
芸
予
③

平
成
15
年
＝
十
勝
沖
④
平
成

16
年
＝
新
潟
中
越
⑤
平
成
19

年
＝
能
登
半
島
、新
潟
中
越

⑥
平
成
20
年
＝
岩
手
・
宮
城

内
陸
⑦
平
成
23
年
＝
東
日
本

⑧
平
成
28
年
＝
熊
本
⑨
平
成

30
年
＝
北
海
道
胆
振
地
方
、

大
阪
北
部
⑩
令
和
３
年
＝
福

島
県
沖
⑪
令
和
４
年
＝
福
島

県
沖
⑫
令
和
６
年
＝
能
登
半

島
が
あ
り
、
す
べ
て
死
者
が

発
生
し
な
お
か
つ
震
度
６
以

上
の
地
震
と
な
り
ま
す
。

　

３
～
５
年
に
一
度
は
必
ず

発
生
し
、震
度
６
強
で
は
被

害
が
甚
大
と
な
り
一
つ
の
目

安
と
な
り
ま
す
。

　

政
府
発
表
の
地
震
予
測
確

率
は
、関
東
か
ら
九
州
ま
で

の
太
平
洋
沿
岸
部
が
最
も
高

く
、大
幅
に
低
い
能
登
半
島

で
今
回
を
含
め
３
回
も
発
生

し
た
こ
と
で
、確
率
は
低
く

て
も
全
国
ど
こ
で
も
大
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
て
か
ら
慌
て

る
こ
と
な
く
、日
頃
か
ら
心

構
え
を
身
に
付
け
、家
族
で

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
防

災
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す

（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
佐
藤
浩

二
）。
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今
年
も
新
た
な
仲
間
が
加

わ
り
、平
均
年
齢
が
ぐ
っ
と

下
が
り
ま
し
た
。私
は
足
を

引
っ
張
る
年
齢
と
な
り
、月

日
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
社
し
て
３
カ
月
は
、
ほ

ぼ
ほ
ぼ
新
入
社
員
研
修
で
机

上
教
育
や
実
地
訓
練
な
ど
の

毎
日
で
す
が
、教
え
る
こ
と

も
多
け
れ
ば
、教
わ
る
こ
と

も
多
く
…
。仕
事
の
内
容
や

考
え
方
な
ど
、今
ま
で
の
ス

タ
イ
ル
を
伝
え
る
の
は
既
存

社
員
で
す
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
客

観
的
な
印
象
か
ら
考
え
る
意

見
な
ど
、若
手
社
員
の
新
た

な
視
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

古
き
良
き
も
の
は
残
し
つ

つ
、新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
す
。「
見
て

覚
え
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
通
用
せ
ず
、今
の
世
代
は

物
事
を
よ
り
具
体
的
に
説
明

や
指
示
を
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
る
の
で
、中
堅
世

代
は
苦
戦
し
て
い
ま
す

（
笑
）。新
入
社
員
も
中
堅
世

代
も
ど
ち
ら
も
勉
強
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
す
。

　

ど
ち
ら
か
の
考
え
に
偏
る

と
い
う
よ
り
か
、状
況
に
応

じ
て
良
い
も
の
を
取
り
入
れ

る
と
い
う
柔
軟
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
代

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
勉
強
の
日
々
だ

と
感
じ
る
４
月
で
す（
東
陽

電
気
工
事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
50
の
歳

に
な
り
ま
し
た
。い
つ
の
間

に
か
子
供
は
巣
立
ち
、親
も

歳
を
取
り
、体
力
は
な
く
な

り
、身
体
に
ガ
タ
が
き
て
い

ま
す
。人
生
１
０
０
年
時
代
。

折
り
返
し
地
点
で
す
が
、今

後
も
健
康
的
に
過
ご
す
た

め
、生
活
習
慣
の
見
直
し
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、隙
間
時
間
を
見

つ
け
て
少
し
で
も
体
を
動
か

す
。食
生
活
の
見
直
し
や
お

酒
の
量
に
気
を
付
け
る
で

し
ょ
う
か
？
仕
事
が
忙
し

く
、
ジ
ム
と
か
に
は
通
え
ま

せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
無
理
の

な
い
範
囲
で
や
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
っ

て
り
と
し
た
食
べ
物
等
を
好

ん
で
食
べ
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、好
き
嫌
い
が

多
い
の
で
、
な
る
べ
く
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ

う
心
掛
け
た
い
で
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
人
生
に
お

い
て
健
康
が
第
一
。難
し
い

で
す
が
酒
に
逃
げ
ず
健
康
に

過
ご
す
、
ま
た
は
せ
め
て
こ

の
状
態
を
キ
ー
プ
し
、
60
に

な
っ
て
も
70
に
な
っ
て
も
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す（
㈱
森
口

電
気
商
会
・
森
口
真
人
）。

　

前
社
長
よ
り
会
社
を
引
き

継
ぎ
21
年
。そ
の
間
は
山
あ

り
谷
あ
り
、中
で
も
東
日
本

大
震
災
は
大
変
な
苦
境
の
時

期
で
し
た
。仕
事
が
あ
っ
て

も
人
が
い
な
い
。避
難
す
る

人
、退
社
す
る
人
。し
か
し
関

連
企
業
様
の
協
力
、従
業
員

の
頑
張
り
に
支
え
ら
れ
乗
り

越
え
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
社
は
電
力
様
の
配
電
工

事
と
、内
線
工
事
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。昨
年
か
ら
完
全

週
休
２
日
制
を
導
入
し
、社

員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
し
、
ま
た
今
年
１
月
、
社

長
職
を
息
子
に
譲
り
、会
長

職
に
退
き
陰
日
向
に
な
り
、

社
長
を
手
助
け
し
な
が
ら

日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
北
部
の
保
原
町
に

生
ま
れ
育
ち
早
68
年
。江
戸

時
代
か
ら
３
０
０
年
続
く
伝

統
行
事「
つ
つ
こ
引
き
祭
」 

が
３
月
３
日
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
５
年
ぶ
り
に
通
常

規
模
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

身
を
清
め
た
下
帯
姿
の
若
衆

が
８
０
０
㌔
の
蒸
し
た
餅
米

が
入
っ
た
大
俵「
つ
つ
こ
」を

担
い
で
街
を
練
り
歩
き
、引

き
合
っ
て
１
時
間
程
で
餅
に

な
り
、
そ
の
餅
を
町
民
に
配

り
無
病
息
災
、五
穀
豊
穣
を

願
い
ま
す
。沿
道
に
は
大
勢

の
観
客
が
。久
し
ぶ
り
に
見

る
街
の
賑
わ
い
で
し
た
。

　

歴
史
あ
る
祭
事
を
代
々
地

元
の
後
継
者
が
受
け
継
ぎ
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

く
。企
業
も
同
じ
で
、私
も
21

年
前
に
受
け
取
っ
た
バ
ト
ン

を
息
子
に
渡
す
。そ
う
い
う

思
い
を
胸
に
感
慨
深
い「
つ

つ
こ
引
き
」 

を
観
た
一
日
で

し
た（
吉
田
電
気
工
業
㈱
・
吉

田
隆
悦
）。

　

４
月
19
日
は「
地
図
の
日
」

だ
そ
う
で
す
。１
８
０
０（
寛

政
12
）年
、伊
能
忠
敬
が
日
本

地
図
を
作
る
た
め
蝦
夷
地
の

測
量
に
出
発
し
た
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
地
図
と
し
て

は
大
変
正
確
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
伊
能
忠
敬
か
ら

遡
る
こ
と
50
年
程
前
に
、既

に
日
本
地
図
を
完
成
さ
せ
て

い
た
人
が
い
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
人
の
名
は
、長
久
保

赤
水
と
い
い
ま
す
。赤
水
は

実
測
も
せ
ず
様
々
な
情
報
に

情
報
を
重
ね
、修
正
を
加
え

て
、主
要
道
路
に
５
９
５
２

も
の
地
名
を
刻
み
、緯
度
と

経
線
を
引
い
て
彩
色
を
施
し

て
日
本
初
と
な
る
地
図
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
が「
改

正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」と

い
い
、通
称「
赤
水
図
」と
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
赤
水
図
、何
が
す
ご

い
か
と
い
う
と
、既
に
島
根

県
竹
島
が
載
っ
て
い
る
の
で

す
。隣
国
と
の
領
有
権
主
張

の
中
、実
効
支
配
を
さ
れ
て

は
い
ま
す
が
、最
も
古
く
正

確
に
、竹
島
が
隣
国
鬱
陵
島

と
は
分
別
さ
れ
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。今
で
は
政
府

も
こ
の
地
図
を
重
く
受
け
止

め
、我
が
国
領
有
の
根
拠
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
久
保
赤
水
が
生
ま

れ
た
の
が
現
在
の
茨
城
県
高

萩
市
。い
わ
き
市
民
に
と
っ

て
は
馴
染
み
の
深
い
隣
市
で

も
あ
り
ま
す
。４
月
は
、長
久

保
赤
水
と
伊
能
忠
敬
に
思
い

を
馳
せ
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か（
岩
電
機

工
事
㈱
・
蛭
田
淳
）。

会

員

の

声

会

員

の

声

福

島

支

部

福

島

支

部

　

花
粉
症
の
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。私
も
花
粉
症
で

あ
り
、
つ
ら
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。ど
の
く
ら
い

の
方
が
こ
の
症
状
に
苦
し
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。コ

ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、
マ
ス
ク

着
用
率
が
以
前
よ
り
も
減
っ

て
き
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
は
大
気
汚
染
な
ど

が
原
因
で
あ
り
、戦
後
に
焼

け
た
山
々
に
政
策
と
し
て
ス

ギ
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

近
年
加
速
的
に
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。衛
生
管
理

向
上
に
よ
り
、幼
い
こ
ろ
に

身
に
つ
く
は
ず
だ
っ
た
免
疫

力
の
低
下
や
食
生
活
の
欧
米

化
も
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
っ
た
く
花
粉
症
患
者
が

い
な
か
っ
た
時
代
が
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
悔
し
い
よ
う

な
気
も
し
ま
す
し
、便
利
な

世
の
中
に
生
活
で
き
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、仕
方
が

な
い
と
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

現
状
で
も
症
状
を
や
わ
ら

げ
る
薬
な
ど
を
処
方
し
て
も

ら
え
ま
す
が
、早
く
こ
の
季

節
が
春
の
暖
か
さ
を
喜
ぶ
だ

け
の
季
節
に
し
た
い
も
の
で

す（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
土
谷

悟
）。

　

昨
年
12
月
の
１
週
目
に
栃

木
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。仙
台
か
ら
新
幹

線
に
乗
り
、白
河
駅
で
レ
ン

タ
カ
ー
を
借
り
、
２
泊
３
プ

レ
ー
の
旅
。１
日
目
は
グ
ラ

ン
デ
ィ
那
須
白
河
、
２
日
目

は
烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
、
３

日
目
は
サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
と
い
う
行
程
で
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
は
宇
都
宮
駅

前
に
泊
ま
り
、「
〇
電
工
」の

協
力
会
社
の
専
務
と
懇
親
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。宇

都
宮
駅
前
の
建
物
を
見
な
が

ら
こ
こ
は「
〇
で
ん
」が
工
事

し
た
ん
だ
、
こ
こ
は「
〇
電

工
」だ
と
説
明
を
受
け
な
が

ら
居
酒
屋
ま
で
歩
い
て
移
動

し
ま
し
た
。渋
滞
緩
和
の
た

め
の
路
面
電
車
を
見
て
都
会

な
ん
だ
な
と
感
じ
つ
つ
、日

曜
日
の
駅
前
は
休
み
の
店
が

多
く
仙
台
と
変
わ
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

１
軒
目
は
普
通
の
居
酒
屋

で
し
た
が
、
２
軒
目
は
宇
都

宮
と
い
う
こ
と
で
餃
子
屋
さ

ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。い
き
つ
け
の
店
は

休
み
で
し
た
が
、案
外
お
い

し
い
も
の
で
ま
た
来
た
い
と

思
い
ま
し
た
。地
元
の
人
は

週
に
２
～
３
回
は
餃
子
を
食

べ
る
そ
う
で
す
。ち
な
み
に

ス
コ
ア
で
す
が
年
末
調
整
で

１
０
０
点
祭
り
で
し
た（
光

洋
電
設
㈱
・
荒
明
）。
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長
久
保
赤
水
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ご
存
知
で
す
か
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50
の
歳
に
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次
に
引
き
継
ぐ
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